
学力向上に係る効果的事例 
【白岡市教育委員会】 

 ○基礎･基本の定着に関する取組 
 
  ①「学習パターンの習慣化」を図ることによって定着を目指す。 
 

【習慣化のイメージ】 
 

教え込む  →  気づく  →  学ぶ  →  習慣化する 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

漢字学習・音読などの場面では、繰り返して学習を行うことで、「覚える」「定着する」ことを 
目指している。また、自己評価シートなどで学習を振り返り、次時への学習意欲を持たせている。 

 
 ②学習環境の整備（学習プリントの準備、ＩＣＴ機器の活用） 
      ・ワークシート等の工夫 
 
 
 
 
 
 
       
 
          自作教材や自作ワークシートを効果的に用い、自分のことばで実験結果や自分の考えをまとめる 
    ことで、理解を深めるようにしている。 
 
   ・デジタル教科書・電子黒板等の活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
          デジタル教科書を効果的に用いるとともに、プレゼンテーションソフトを利用した自作資料等を 
    用いて、視覚からも具体的に理解できるように工夫を行っている。 
 
 ③基礎的・基本的な知識・技能を習い覚え、身に付け、それを活かして、使いこなせる。 
      ・学力向上ワークシート等の活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東部教育事務所のホームページより、「学力向上ワークシート」をダウンロードし、基礎的な事 
項の定着を図っている。 


